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期日前投票
令和8年3月定例会｜該当テーマの発言のみを収録。質問・答弁・再質問の順序と文言を維持しています。

この資料は正式会議録から「期日前投票」に関係する発言をテーマ別に抜粋したものです。省略部分は他テーマの発言です。

○１０番（崎尾亮介） ［登壇］

最後に、期日前投票についてお伺いします。

第５１回衆議院総選挙は、１月１９日の高市内閣総理大臣の記者会見で、衆議院解散を１月２３日、公示１月２７日、投票日２月８日とい
う短期間の日程で実施されることとなり、準備期間の短さが地方自治体や有権者に影響を与えました。急遽行われたことで入場券の到着の
遅れや、選挙準備の負担増など行政面での混乱が指摘されました。また、解散から１６日と短く、候補者の政策周知が十分に行き届かない
という弊害も生じたと考えられます。さらに、全国的には大雪や厳寒が続き、投票環境の悪化も懸念されました。日田市におきましても、
２月８日は降雪があり、投票環境に影響があったものと考えます。

こうした状況を踏まえ、課題はありながらも期日前投票の重要性が高まっていると感じておりますので、以下、質問いたします。

第５１回衆議院総選挙における期日前投票及び当日投票の投票率について、過去３回分の推移を御提示ください。

以上、壇上での質問を終え、質問席より再質問いたします。

○選挙管理委員会事務局長（杉野義彦） ［登壇］

私からは、期日前投票についてお答えいたします。

第５１回衆議院議員選挙を含む過去３回の国政選挙における投票率につきまして、まず、本年２月に執行されました衆議院議員選挙の選挙
当日有権者数は５万３４０人で、投票者数が３万１,０１６人、投票率は６１.６１％でございます。このうち、期日前投票者数は１万６,０
１０人で、投票総数の５１.６％となっております。

次に、昨年７月２０日執行の参議院議員通常選挙の選挙当日有権者数は５万６４９人で、投票者数が３万２,１１３人、投票率は６３.４％
でございます。そのうち、期日前投票者数は１万５,４４１人で、投票総数の４８.０９％となっております。

最後に、令和６年１０月２７日執行の衆議院議員総選挙の選挙当日有権者数は５万１,１５９人で、投票者数が３万１,８１１人、投票率は
６２.１８％でございます。そのうち、期日前投票者数は１万３,４９６人で、投票総数の４２.４３％となっております。これらの状況は、
衆議院選挙における小選挙区及び参議院選挙における選挙区のそれぞれの投票結果でございます。

一般的に投票率につきましては、選挙の争点や有権者の関心、候補者の顔ぶれ、投票日当日の天候など様々な要因によって影響されます。
また、投票所の数や開設時間、投票所までの距離などの投票環境も投票率に影響を与えるものと認識しております。

なお、今回の衆議院議員総選挙の投票率は６１.６１％と、昨年の参議院議員通常選挙から１.７９％低下をしており、当日の降積雪予想が
発表されていたことで、一定程度有権者の投票行動に影響したものと受け止めておりますが、一方で、期日前投票期間の終盤では、比較的
暖かく天候に恵まれたこともありまして、期日前投票は３.５４％上昇いたしまして、当日投票を初めて上回る結果となりました。

このことは、期日前投票制度が市民の皆様の重要な投票手段として定着していることを示すものと考えているところでございます。

私からは以上でございます。


